
　　　　

事業所名 ゆずりはcare step 支援プログラム 作成日 R8 年 4 月 1 日

法人理念 おやこを照らす光に

支援方針
重症心身障害児および医療的ケア児が安心して過ごせる環境の中で、一人ひとりの状態や発達段階に応じた支援を行います。医療的ケアを安全に実施するとともに、その子らしいペースを大
切にしながら、５領域に基づいた発達支援を行うことで、生活の質の向上を図ります。

営業時間 9 時 30 分から 17 時 30 分まで 送迎実施の有無 有

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

・バイタルチェック、体調観察の実施　・安心して過ごせる環境作り
・医療的ケア（吸引、経管栄養、導尿、てんかん発作時の投薬など）の安全な実施
・生活リズムの安定（排泄、食事）　・姿勢調整やポジショニングによる身体的負担の軽減

運動・感覚

・ストレッチ、関節可動域訓練（ROM）　・理学療法士と連携したリハビリ支援　・姿勢保持や移動のサポート
・筋力の維持、強化や動作の獲得を目指しながら、日常生活での自発的な動きを引き出す支援
・感覚あそび（触覚、視覚、聴覚刺激）　・成功体験を積める関わり

認知・行動

・個々の発達段階に応じた課題設定　・ルーティーン活動で見通しをもてるように支援する
・光や音、色など様々な感覚刺激を取り入れ、興味や関心を引き出す関わり
・遊びを通して「見る、聴く、触れる」の体験を積み重ね、認識力や思考力の基礎を育む支援を行う　

言語
コミュニケーション

・スキンシップを通して楽しい時間を過ごし、コミュニケーションを深め他者との関係を培う
・表情や視線、ジェスチャーの読み取り　・簡単な単語やジェスチャーを使ったやり取りを促し、医師の伝達や反応を引き出すサポート

人間関係
社会性

・他児との関わりの機会作り　・集団活動への参加支援　
・活動や日常生活の体験の中でやり取りをすることによって、安心感や信頼を感じ、社会的なスキルを少しずつ見につけられるようにサポートする

・医療機関、ご家族、学校との情報共有を行い、安心・安全な医療的ケアの提供
をおこなう
・日々の様子や体調、排泄、医療的ケアの共有（連絡帳・ＬＩＮＥの活用）
・ご家庭での不安・悩みへの傾聴、相談援助
・レスパイトの役割提供、兄弟児への配慮や相談支援

移行支援

・学校や進級・進学への情報共有　・生活環境の変化に向けた準備支援
・将来を見据えた関わり（自立に向けた関わりや就労の視野に入れた支
援）
・医療機関、他事業所、相談支援事業所との情報共有と引継ぎ支援

地域支援・地域連携

・外出支援（安全に配慮した社会参加）
・地域支援の活用（公園、公共施設など）
・行政や関係機関との連絡調整
・ケース会議への参加

職員の質の向上

・新入社員研修
・法廷研修（コンプライアンス、マナー、ハラスメント、感染症予防、人
権擁護、虐待防止）

主な行事等

お花見、夏祭り、運動会、ハロウィン、クリスマス会


